
Webと出版の融合で高まる

情報アクセシビリティ向上への期待
2017年11月9日 
第19回図書館総合展 

「電子図書館から考える！情報アクセシビリティをめぐる最新動向」

株式会社ミツエーリンクス 
木達 一仁



 

木達 一仁
•株式会社ミツエーリンクス
取締役社長（CTO） 

•主にマークアップやスタイルシートの設計、
関連ガイドラインの策定・運用に従事 

•ウェブアクセシビリティ基盤委員会（WAIC）
作業部会1 副査、作業部会2 委員



そもそもアクセシビリティとは

•Access ＋ Ability ＝ Accessibility（A11y） 
•アクセシビリティとは対象にアクセスできる度合い 
•あらゆる製品やサービスが備えるべき品質のひとつ 
•使えるかどうか、使いやすいかどうか 
•対象とするユーザー、コンテキスト（利用状況）はユーザ
ビリティより幅広い



かつては非アクセシブルだったWeb
•ブラウザ戦争 
•標準準拠の程度にバラツキ 
•文書の構造と表示を分けて扱
うことの難しさ 

•シェア獲得競争を背景とした独
自規格の蔓延 

•デザイナーや開発者の負担増 

•未熟だった支援技術（AT：
Assistive Technology） 

•スクリーンリーダー 
•ズーム表示 
•ハイコントラスト表示 
•モノラルオーディオ 
•etc.



Webアクセシビリティの向上 (1)

•障害当事者、障害者団体の取り組みと法制化 
•米国のSection 508やADA（Americans with 
Disabilities Act）など 

•デバイス / ユーザー / コンテキストの多様化 
•支援技術の進化と普及



ADA.gov
https://www.ada.gov/

https://www.ada.gov/


Section508.gov
https://www.section508.gov/

https://www.section508.gov/


Webアクセシビリティの向上 (2)

•Web標準というムーブメント 
•Web Standards Project（WaSP）、ブラウザベンダーの協力 
•W3C / WAIの活動 
•各種ガイドライン（WCAG / ATAG / UAAG）の策定 
•コンテンツ向けのWCAG 2.0はISO/IEC 40500:2012とし
て国際標準化



The Web Standards Project
https://www.webstandards.org/

https://www.webstandards.org/


Web Accessibility Initiative (WAI)
http://www.w3.org/WAI/

https://www.w3.org/WAI/


Web Content Accessibility Guidelines 2.0
https://www.w3.org/TR/WCAG20/

https://www.w3.org/TR/WCAG20/


Web Content Accessibility Guidelines (WCAG) 2.0
http://waic.jp/docs/WCAG20/Overview.html

http://waic.jp/docs/WCAG20/Overview.html


ISO/IEC 40500:2012 - Information technology -- W3C Web Content Accessibility Guidelines (WCAG) 2.0

https://www.iso.org/standard/58625.html

https://www.iso.org/standard/58625.html


国内Webアクセシビリティ動向 (1)
•Webコンテンツに対する公的規格、JIS X 8341-3 
•高齢者・障害者等配慮設計指針-情報通信における機器，
ソフトウェア及びサービス- 第3部：ウェブコンテンツ 

•2004年6月に公示 
•2010年8月と2016年3月の2度の改正を経て、ISO/IEC 40500:2012
と一致規格に 

•JIS X 8341-3:2016 ＝ ISO/IEC 40500:2012 ＝ WCAG 2.0

 



ウェブアクセシビリティ基盤委員会
http://waic.jp/

http://waic.jp/


国内Webアクセシビリティ動向 (2)
•総務省の取り組み 
•「みんなの公共サイト運用モデル」を策定 
•2016年、「みんなの公共サイト運用ガイドライン」に改定 
•みんなのアクセシビリティ評価ツール：miCheckerを配布 
•2016年4月、障害者差別解消法施行 
•障害者権利条約への批准に由来 
•障害者への合理的配慮、公的機関は法的義務だが一般企業は努力義務



みんなの公共サイト運用ガイドライン（2016年版）
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/b_free/guideline.html

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/b_free/guideline.html


障害を理由とする差別の解消の推進 - 内閣府
http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai.html

http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai.html


アクセシブルにしやすい 
Webコンテンツ (1)

•ユーザーはWebコンテンツを「直接」操作するわけではない 
•ユーザーエージェント（UA：User Agent）が処理した結果を利用 
•WebブラウザはUAの代表例 
•ATユーザーであれば、UAに加えATが処理した結果を利用 
•紙媒体との最も顕著な相違点



アクセシブルにしやすい 
Webコンテンツ (2)

•Webコンテンツは機械可読性がアクセシビリティ向上の鍵 
•機械可読性 ＝ UAやATなどのソフトウェアが適切に処理できる可能性 
•利用環境をまたいでの相互運用性の向上が期待できる 
•カスタマイズしやすく、ユーザーニーズを満たしやすい ＝ アクセシブ
ルにしやすい



いよいよ進むWebと出版の融合 (1)
•普及が見込まれる電子書籍フォーマットのEPUB 
•IDPF（International Digital Publishing Forum）が策定 
•HTMLやCSSなどのWeb標準技術を活用している 
•2017年2月、W3CとIDPFが正式統合 
•EPUBの新仕様やメンテナンスは「Publishing@W3C」で



International Digital Publishing Forum
http://idpf.org/

http://idpf.org/


W3CとIDPF正式統合
https://www.w3.org/2017/01/pressrelease-idpf-w3c-combination.html.ja

https://www.w3.org/2017/01/pressrelease-idpf-w3c-combination.html.ja


Publishing@W3C
https://www.w3.org/publishing/

https://www.w3.org/publishing/


いよいよ進むWebと出版の融合 (2)
•EPUBコンテンツのアクセシビリティ 
•EPUB Accessibility 1.0 
•アクセシブルなEPUB出版物の要件の一つにWCAG 2.0へ
の適合がある 

•日本ではAdvanced Publishing Laboratory（APL）が
始動



EPUB Accessibility 1.0
https://www.w3.org/Submission/epub-a11y/

https://www.w3.org/Submission/epub-a11y/


EPUB Accessibility 1.0 日本語訳
https://imagedrive.github.io/Submission/epub-a11y/

https://imagedrive.github.io/Submission/epub-a11y/


アドバンスド・パブリッシング・ラボ
https://www.kri.sfc.keio.ac.jp/ja/lab/aplab.html

https://www.kri.sfc.keio.ac.jp/ja/lab/aplab.html


デジタル化の意義、 
Web技術を応用する意義 (1)

•デジタル化の意義 
•アクセシブルにするためのコストが低下 
•物理的制約を受けにくい 
•機械可読性を高めやすい



デジタル化の意義、 
Web技術を応用する意義 (2)

•Web技術を応用する意義 
•Webアクセシビリティで培われたノウハウや、Web技
術に対応したUA / ATを応用しやすい 

•より低コストで多様化の著しいユーザーニーズをカバー 
•障害者・高齢者のニーズにも対応



情報アクセシビリティの向上で 
豊かな社会を実現

•豊かな社会は多様なニーズに応えて情報を流通できてこそ 
•誰でも、いつでも、どこからでも、どんなデバイスやアプリでもアクセ
ス可能な情報が、社会に豊かさをもたらす 

•Webと出版の融合で情報アクセシビリティが飛躍的に向上することを期待
•障害者の教育、就労、自立やそれらに伴なう経済効果にも期待 
•経済合理的なアクセシビリティ向上の実現

 



ご静聴ありがとうございました


	構造化されたしおり



